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皮膚病態学分野 
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学会発表数 

A－b B－b 
A－a 

シンポジウム 学会 
B－a 

シンポジウム 学会 

0 0 2 1 0 76 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

宇谷厚志・教授 油症対委員会委員 長崎県 

宇谷厚志・教授 油症研究班班長 長崎県 

宇谷厚志・教授 理事 日本結合組織学会 

宇谷厚志・教授 評議員 日本研究皮膚科学会 

宇谷厚志・教授 評議員 日本皮膚悪性腫瘍学会 

宇谷厚志・教授 評議員 日本乾癬学会 

清水和宏・准教授 油症対策委員会委員 長崎県 

小川文秀・講師 特定疾患対策協議会委員 長崎県 

小川文秀・講師 雑誌編集委員 日本臨床免疫学会 

 

競争的研究資金獲得状況(共同研究を含む) 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

宇谷厚志・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
ラミニン由来ペプチドによる角化細胞遊走

：機構解明および創傷治癒促進への応用 

清水和宏・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
免疫複合体病における治療ターゲットとし

ての活性酸素種及び NO, CO, H2Sの解析 

宇谷厚志･教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(食品の安心・安
全確保推進研究事業) 
食品を介したダイオキシン類等の人体への

影響の把握とその治療法の開発等に関する 
研究 

宇谷厚志・教授 厚生労働省 代表 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服
研究事業) 
弾性線維性仮性黄色腫診断基準作成 

宇谷厚志・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(長寿医療研究開
発費) 
高齢者における褥瘡･皮膚障害等に対する効

果的予防 
竹中 基・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

アトピー性皮膚炎の痒みの発生機序の解明

と新規治療法の開発 

小川文秀・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 
全身性強皮症モデルマウスの皮膚硬化に対

するヒストン脱アセチル化酵素阻害剤の効

果 
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小川文秀・講師 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金(難治性疾患克服
研究事業) 
強皮症における病因解明と根治的治療法の

開発 
小川文秀・講師 農林水産省 分担 新たな農林水産政策を推進する実用技術開

発事業 
ツバキの新機能活性技術及び高生産性ツバ

キ林育成技術の開発 

室井栄治・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
強皮症モデルマウスにおける皮膚硬化に対

する硫化水素による抗酸化療法の検討 

原 肇秀・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
免疫複合体病における治療ターゲットとし

ての血小板および接着因子の解析 

 

その他 

非常勤講師等 

氏名・職 職名（担当科目） 関 係 機 関 名 

宇谷厚志･教授 非常勤講師（皮膚科学） 京都大学 

宇谷厚志･教授 非常勤講師（皮膚科学） 千葉大学 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 県立シーボルト大学 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 長崎玉成高等学校 

清水和宏・准教授 非常勤講師（皮膚科学） 長崎医療技術専門学校 

清水和宏・准教授 日本医師会生涯教育講座 長崎県医師会 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

竹中 基・講師 ｢皮膚の日｣に寄せて 

アトピー性皮膚炎 
長崎新聞 2010年 

10月 18日
アトピー性皮膚炎の外用剤・内服薬の効

果について解説 

小川文秀・講師 ｢皮膚の日｣に寄せて 

皮膚がん 
長崎新聞 2010年 

10月 18日
皮膚がんの早期発見、早期治療の重要性

について啓蒙した 

 

○講座における社会活動 

Ⅰ．カネミ油症の診断，治療の改善を目的として設けられた厚生労働省の食品の安心・安全確保推進研究事業に参加し，

下記の協力を行ってきた。 

①油症検診： 昭和 43 年以来，毎年 1回長崎県下各地での検診を行っている。 

②研究事業： 油症患者の毛髪，皮下脂肪織，皮脂中の有機塩素化合物の定量，ポルフィリン代謝異常に対する影響

などを検討し，油症にみられる全身的悪影響を検討，発表している。 

Ⅱ．皮膚の日に公開講座を開いて啓蒙活動を行っている。 

Ⅲ．長崎県医師会が実施している日本医師会生涯教育講座に協力している。 


